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全
集
10
巻
を
刊
行
中

清
水
教
授
が
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
作
品
と
出
合
っ
て
か

ら
半
世
紀
近
く
。
こ
の
間
発

表
し
て
き
た
、
批
評
を
中
心

と
し
た
著
作
の
集
大
成
「
清

水
正
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

論
全
集
」（
発
行
・
Ｄ
文
学

研
究
会
、
発
売
・
星
雲
社
）

の
刊
行
が
進
ん
で
い
る
。
２

０
０
７
年
３
月
の
第
１
巻

「
萩
原
朔
太
郎
と
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
体
験
」
で
刊
行
が

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
10
月
に

は
第
８
巻
「『
白
痴
』
の
世

界
」
が
刊
行
予
定
。「
２
年

後
ま
で
に
全
10
卷
と
別
巻
１

冊
を
刊
行
し
て
ひ
と
ま
ず
第

１
期
と
し
た
い
。
第
２
期
を

刊
行
す
る
構
想
も
あ
る
の
で

す
が
、
ゲ
ラ
の
校
正
が
大
変

で
し
て
ね
。
ど
う
し
よ
う
か

考
え
中
で
す
」
と
清
水
教

授
。
発
行
元
の
「
Ｄ
文
学
研

究
会
」
を
自
ら
主
宰
す
る
。

フ
ョ
ー
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ

ヴ
ィ
チ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
（
１
８
２
１
～
81
年
）
と

い
え
ば
「
罪
と
罰
」「
白
痴
」

「
悪
霊
」「
未
成
年
」「
カ
ラ

マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
な
ど
の

作
品
で
知
ら
れ
る
、
ロ
シ
ア

生
ま
れ
の
19
世
紀
の
文
豪
。

清
水
教
授
は
学
生
に
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
作
品
を
一
言
で

表
す
と
き
は
こ
う
言
っ
て
い

る
と
い
う
。〈
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
を
読
ま
ず
し
て
文
学

を
語
る
こ
と
な
か
れ
。
そ
の

作
品
群
は
20
世
紀
の
１
０
０

年
を
ま
た
い
だ
21
世
紀
の
今

も
〝
現
代
文
学
〟
で
あ
り
続

け
て
い
る
。〉

具
体
的
な
例
と
し
て
挙
げ

た
の
が
、
高
利
貸
し
の
老
婆

殺
し
を
巡
っ
て
物
語
が
展
開

す
る
「
罪
と
罰
」
だ
。
導
入

部
分
に
主
人
公
の
青
年
ロ
ジ

オ
ン
・
ロ
マ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
・

ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
が
「
い

っ
た
い
お
れ
に
〝
あ
れ
〟
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
？
」
と

思
考
す
る
場
面
。
そ
の
後
の

展
開
か
ら
研
究
者
の
誰
も
が

「〝
あ
れ
〟」
と
は
老
婆
殺
害

を
指
す
と
理
解
し
て
き
た
。

が
、「
そ
れ
は
表
層
的
な
読

み
方
で
し
か
な
く
、
そ
ん
な

単
純
な
話
で
は
な
い
」
と
清

水
教
授
は
退
け
、
こ
う
続
け

る
。「『
老
婆
殺
し
』
と
す
れ

ば
済
む
と
こ
ろ
を
、
な
ぜ

『〝
あ
れ
〟』
と
し
た
の
か
。

そ
こ
に
は
あ
か
ら
さ
ま
に
書

け
な
い
『
テ
ロ
』、
す
な
わ

ち
『
皇
帝
殺
し
』
の
意
味
を

秘
め
さ
せ
て
い
る
の
で
す
」

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
若

い
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
二
月
革

命
の
影
響
を
受
け
た
集
団
の

政
治
事
件
（
ペ
ト
ラ
シ
ェ
フ

ス
キ
ー
事
件
）
に
関
係
し
て

逮
捕
さ
れ
、
銃
殺
刑
執
行
直

前
で
減
刑
に
な
っ
た
経
緯
を

指
摘
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
後

の
４
年
間
の
獄
中
で
の
聖
書

体
験
を
踏
ま
え
、「
も
っ
と

最
終
的
に
は
『
復
活
』
を
意

味
し
て
い
る
」
と
読
む
。

ま
た
、
自
首
し
た
主
人
公

が
獄
中
で
、
理
性
と
意
志
を

付
与
さ
れ
た
旋
毛
虫
に
取
り

付
か
れ
た
人
類
が
、
自
分
の

主
張
だ
け
が
正
し
い
と
信
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
殺
り
く
を

繰
り
返
し
、
つ
い
に
は
滅
亡

寸
前
に
陥
る
と
い
う
夢
を
見

る
場
面
を
取
り
上
げ
、「
今

の
世
界
が
ま
さ
に
そ
ん
な
感

じ
で
は
な
い
か
。
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム

が
あ
り
、
国
際
紛
争
も
な
く

な
ら
な
い
。
核
戦
争
が
起
き

れ
ば
人
類
は
確
実
に
滅
び
る

で
し
ょ
う
」。

在
学
中
に
初
の
出
版

高
校
２
年
の
と
き
、「
地

下
生
活
者
の
手
記
」
を
文
庫

本
で
読
ん
だ
の
が
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
に
触
れ
た
最
初
だ

っ
た
。
芸
術
学
部
に
入
学
し

た
が
大
学
紛
争
の
影
響
で
休

講
が
続
い
た
。
空
い
た
時
間

は
ア
ル
バ
イ
ト
と
読
書
に
費

や
し
、
貯
め
た
お
金
で
「
罪

と
罰
」
な
ど
４
作
品
に
関
す

る
批
評
集
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
体
験
」（
青
山
書
房
）

を
自
費
出
版
し
た
。

す
る
と
出
版
社
を
紹
介
し

て
く
れ
る
人
が
現
れ
、
同
書

の
副
題
を
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル

に
し
た
「
停
止
し
た
分
裂
者

の
覚
書
」（
豊
島
書
房
）
を

刊
行
。
以
来
、
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
研
究
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
な
っ
た
が
、「
ぼ
く
は

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
品
の

前
に
跪
拝
（
き
は
い
）
し
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
。
小

説
家
も
詩
人
も
批
評
家
も
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
や
り

込
め
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
は
情

け
な
い
。
そ
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
一
生
を
懸

け
て
研
究
し
て
い
る
の
で

す
」。

で
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、

つ
き
あ
い
が
国
際
化
す
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
経
済

状
況
な
ど
厳
し
い
時
代
に
入

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
か
ら
、

本
当
の
意
味
で
の
力
を
つ
け

な
い
と
、
世
の
中
で
役
立
つ

人
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、
学
生
時
代
に

交
通
計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
折
、
社
員
待
遇
で
実
際
の

仕
事
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

そ
の
体
験
で
現
実
の
厳
し
さ

も
多
く
知
り
ま
し
た
」

だ
か
ら
こ
そ
「
学
生
は
ま

ず
英
語
力
を
身
に
つ
け
、
国

際
化
の
社
会
で
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、

海
外
の
人
と
一
緒
に
仕
事
が

で
き
る
人
間
に
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
語
る
。

専
門
の
交
通
シ
ス
テ
ム
分

析
は
例
え
ば
、
鉄
道
の
新
設

で
現
れ
る
交
通
状
況
や
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
変
化
な
ど
を
数

理
的
な
手
法
を
使
っ
て
推
計

し
、
評
価
す
る
の
が
主
な
仕

事
で
あ
る
。

本
学
の
大
学
院
で
博
士
号

を
取
得
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）
の
長
期
専
門

家
と
し
て
タ
イ
の
ア
ジ
ア
工

科
大
学
地
盤
工
学
専
攻
助
教

授
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
頃

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
対
象
に

研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
現

在
は
発
展
途
上
国
に
対
象
を

広
げ
、
深
刻
な
交
通
問
題
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

研
究
の
一
つ
は
「
地
球
温

暖
化
対
策
」
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
は
離
脱
し
て

い
る
「
京
都
議
定
書
」
に
は

排
出
権
を
取
り
引
き
す
る
制

度
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
削

減
の
義
務
を
負
っ
て
い
な
い

発
展
途
上
国
で
Ｃ
Ｏ
２
を
減

ら
す
協
力
を
し
た
ら
、
そ
の

分
を
日
本
が
枠
と
し
て
も
ら

え
る
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ

ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
の
仕
組
み

が
あ
る
。
交
通
関
連
で
も
削

減
の
計
算
や
測
り
方
を
国
連

に
承
認
し
て
も
ら
う
た
め
の

「
方
法
論
」
が
あ
り
、
こ
の

方
法
論
を
作
る
た
め
の
研
究

を
長
ら
く
行
っ
て
い
た
。
今

後
「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」

が
ど
う
な
る
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
必
要
な
デ
ー
タ

の
取
得
や
実
際
の
計
算
、
現

地
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

交
通
分
野
は
大
気
汚
染
や

エ
ン
ジ
ン
、
バ
イ
オ
燃
料
な

ど
異
分
野
の
人
々
が
幅
広
く

関
わ
る
こ
と
か
ら
「
総
合
科

学
」
で
あ
り
、
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役

目
を
果
た
し
て
い
る
。

交
通
事
故
の
死
者
多
数

継
続
的
な
研
究
と
し
て
は

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
低
炭
素

都
市
・
交
通
シ
ス
テ
ム
実
現

方
策
に
関
す
る
研
究
」
で
、

名
古
屋
大
や
横
浜
国
立
大
、

東
京
工
業
大
と
と
も
に
４
大

学
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
っ

て
い
た
が
、
推
進
費
が
終
了

し
た
今
も
研
究
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
「
東
南
ア
ジ

ア
都
市
に
お
け
る
交
通
流
と

移
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

に
関
す
る
研
究
」
で
は
「
問

題
あ
り
き
！
」
の
状
況
を
い

か
に
解
決
す
べ
き
か
に
つ
い

て
、
力
を
注
い
で
い
る
。

日
本
で
は
交
通
事
故
の
死

者
は
１
９
７
０
年
代
に
１
万

６
０
０
０
人
以
上
い
た
が
、

現
在
は
約
４
０
０
０
人
。
一

方
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

人
口
比
で
見
る
と
日
本
の
７

倍
に
な
る
。
タ
イ
の
死
者
は

２
万
３
０
０
０
人
と
い
わ
れ

る
が
、
実
際
の
死
因
は
特
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
交

通
の
取
り
締
ま
り
や
安
全
教

育
、
自
動
車
整
備
、
道
路
の

設
置
な

ど
総
合

的
な
交

通
文
化

の
問
題

が
原
因

と
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
、

タ
イ
の

交
通
安

全
の
取

り
組
み

に
も
協

力
し
て
お
り
、
日
本
の
信
号

機
を
導
入
し
、
日
本
の
方
式

で
運
用
し
た
と
こ
ろ
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
死
亡
や
重
傷
事
故

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
日
本
の
交
通
の
取
り
締

ま
り
が
厳
し
い
こ
と
は
『
厳

罰
化
』
と
い
う
言
葉
が
現
地

で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
有

名
で
す
。
こ
れ
は
研
究
と
い

う
よ
り
も
社
会
貢
献
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

国
際
化
の
場
面
で
活
躍

３
年
生
18
人
が
所
属
す
る

ゼ
ミ
で
は
毎
年
、
学
生
が
タ

イ
の
コ
ン
ケ
ン
大
学
を
訪
れ

現
地
の
３
～
４
大
学
の
学
生

と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
交
通
問

題
を
調
べ
、
英
語
で
発
表
す

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
こ

の
タ
イ
へ
の
行
き
帰
り
は
、

各
自
が
チ
ケ
ッ
ト
購
入
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
立
て
な
ど
を
行

い
「
決
し
て
集
団
旅
行
を
し

な
い
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
」

と
い
う
。
各
人
が
危
機
感
を

持
ち
、
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
つ
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
学
生
は
タ
イ
で
の

交
流
を
機
に
研
究
を
行
う
場

合
に
も
現
地
の
人
と
メ
ー
ル

清
水
　
正
（
し
み
ず
・

ま
さ
し
）　

昭
和
46
年
日

本
大
学
芸
術
学
部
文
芸
学

科
卒
。
同
学
科
専
任
講

師
、
助
教
授
な

ど
を
経
て
平
成

６
年
教
授
。
宮
沢
賢
治
作

品
の
研
究
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
、
つ
げ

義
春
、
浦
沢
直
樹
、
業
田

良
家
、
日
野
日
出
志
ら
の

漫
画
作
品
の
批
評
、
さ
ら

に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作

品
と
の
比
較
か
ら
遠
藤
周

作
、
志
賀
直

哉
、
林
芙
美
子

ら
の
作
品
な
ど
も
論
じ
て

い
る
。
芸
術
学
部
図
書
館

長
。
日
本
文
芸
家
協
会
会

員
。千
葉
県
出
身
。66
歳
。

福
田
　
敦
（
ふ
く
だ
・

あ
つ
し
）
昭
和
57
年
日
本

大
学
理
工
学
部
交
通
工
学

科
卒
業
、
同
63
年
同
大
学

院
理
工
学
研
究

科
交
通
土
木
工

学
専
攻
修
了
。
理
工
学
部

助
手
と
な
り
、
ア
ジ
ア
工

科
大
学
地
盤
交
通
工
学
専

攻
助
教
授
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

長
期
専
門
家
と
し
て
派

遣
。
帰
国
後
、
同
学
部
専

任
講
師
、
助
教
授
を
経
て

平
成
17
年
か
ら
教
授
。
交

通
工
学
研
究

会
・
土
木
学

会
・
ア
ジ
ア
交
通
学
会
な

ど
に
所
属
。
土
木
学
会
国

際
活
動
奨
励
賞
を
受
賞
。

茨
城
県
出
身
、
56
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
品
の
主
題
を

読
み
解
く�

芸
術・清
水 

正
教
授

交
通
シ
ス
テ
ム
を
数
理
的
な
手
法
で

分
析�

理
工・福
田 

敦
教
授

交通関連問題を解決
総合科学として社会に貢献

異分野の専門家と協力し合い

時
空
を
超
え
た
テ
ー
マ

テ
ロ
、紛
争
の
世
の
中
を
予
見
？

タイ・コンケン市で、学生とタクシーを使った
プローブ調査の様子

ウィーン工科大学グンターエンバーガー教授
とスカイプを使って共同研究の打ち合わせ

畳敷きの文芸ゼミ室で行われている
ゼミナールの様子

芸
術
学
部
図
書
館
の
自
著
の
コ
ー
ナ
ー
の
前
に
立
つ

清
水
教
授
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